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Ｉ
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投
資
顧
問
に
よ
る

年
金
消
失
問
題
を
受
け
、
民

主
党
が
検
討
し
て
い
る
厚
生

年
金
基
金
制
度
改
革
の
中
間

民 主 党 に よる 厚 生 年 金 基 金
制 度 改 革 の 中 間 報 告 案 骨 子

・厚？Ｅに年金本体や公的資金による
失 柿 填 は 実 施 し な い

リ旱生年金坑金制度は将来的に廃止
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一
報
告
案
の
全
容
が
判
明
し
Ｉ
よ
る
損
失
補
填
は
実
施
し
な
一
益
や
運
用
環
境
の
悪
化
で
、

た
。
厚
生
年
金
加
入
者
の
公

平
性
確
保
の
た
め
、
厚
生
年

金
の
積
立
金
や
公
的
資
金
に

・厚１『俎金の解散要件は大１１鳳こ緩和

・解散時の支払いによる中小企業の

倒 産 を 防 ぐ た め 、 日
聯 邨 削 資
・厚年基金の合同運用や合併を

・厚労省と金融庁の検査体制の
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・ 年 金 生 活 者 保 護 の た め の 法 制 （ 日

木 版 エ リ サ 法 制 ） を 整 備

・ 厚 年 暴 金の役職員の公募を徹底

い
。
基
金
の
解
散
基
準
を
大

幅
緩
和
す
る
案
も
盛
り
込

み
、
財
政
が
悪
化
し
た
基
金

の
早
期
解
散
を
促
す
。
基
金

制
度
は
将
来
的
な
廃
止
が
望

ま
し
い
と
句
方
針
も
打
ち
出

し
た
。
：
‘

改
革
案
は
Ａ
Ｉ
Ｊ
問
題
を

議
論
す
る
民
主
党
の
作
業
チ

ー
ム
が
作
成
し
た
。
改
革
案

は
近
く
民
主
党
案
と
し
て
と

り
ま
と
め
た
う
え
で
、
政
府

に
提
言
す
る
。

景
気
低
迷
に
よ
る
企
業
収

企
業
年
金
と
公
的
年
金
の
一

部
で
あ
る
「
代
行
部
分
」
を

一
体
運
用
す
る
厚
年
基
金

は
、
約
４
割
が
代
行
部
分
で

損
失
が
発
生
。
代
行
部
分
の

積
み
立
て
不
足
は
Ａ
Ｉ
Ｊ
へ

の
委
託
資
産
が
す
べ
て
消
え

れ
ば
、
７
０
０
０
億
円
超
に

逢
す
る
。

」
問
題
発
覚
後
、
厚
年
基
金

を
持
つ
業
界
団
体
な
ど
は
、

。
国
の
補
助
金
や
公
的
年
金
の

積
立
金
で
損
失
を
補
填
す
る

よ
う
求
め
て
い
た
。
た
だ
、

一
部
の
厚
年
基
金
だ
け
に
補

填
す
る
の
は
厚
生
年
金
加
入

者
全
体
で
の
公
平
性
の
観
点

か
ら
・
問
題
が
大
き
い
と
判

断
。
良
主
党
と
し
て
公
的
救

済
を
見
送
る
方
針
を
決
め
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緬
行
の
厚
生
年
金
基
金
制

度
は
一
定
の
期
間
後
に
廃
止

す
べ
き
だ
と
し
た
。
卜
厚
年
基

金
に
代
行
部
分
を
返
上
さ

せ
、
解
散
か
、
公
的
年
金
と

は
関
係
０
　
な
い
確
定
給
付
型

や
確
定
拠
む
型
の
企
業
年
金

に
移
行
さ
せ
る
０
　
現
在
袖

事
業
主
と
加
入
者
の
４
分
の

３
以
上
の
同
意
が
必
要
な
基

金
の
解
散
基
準
も
大
幅
に
緩

和
す
る
方
針
も
盛
り
込
ん

だ。


